新生 スローフード・ジャパン　マニフェスト
まじめさと楽しみについて 
発足当時よりスローフードは、食を楽しむ権利を提唱してきました。それは私たちの当然の権利であり、尊厳をもって守らなくてはならないものです。しかしこの権利を守るために、一体どれだけの大がかりな世界システムが必要であったかを、スローフードは明らかにしてきたと言えるでしょう。スローフードが提唱してきた、食文化を真摯に楽しむという考え方は、それを支える会員たちによって、地域活動を基盤とした世界ネットワークになりました。やがてそれは日本でも賛同者を増やし、現在のような協会に成長しました。
日本ではスローフード・ジャパン事務局発足と共に、「強い中央組織」をめざした政策がとられました。これは日本のスローフードの流行とともに、国内での強い統率力を必要としていたためです。常駐スタッフがいるオフィス、整然とした事務能力、会議のプロフェッショナルな運営、非の打ち所のない書類作成などを、私たちは当たり前のように享受してきました。また事務局もそれに応えるべく、増える一方の業務に邁進してきました。しかし残念ながら、これらは結果として、スローフード・ジャパンの大きな債務となっています。
新しい体制とともに、「完璧な運営」から、私たちは離れなくてはなりません。長い間お世話になった仙台のオフィスも、再考しなくてはならない時に来ています。会員管理をはじめ日常業務も、他国にならって最小限のスタッフで行われます。それは経済的に持続性のある、新しい協会への生まれ変わりを意味しており、同時に協会を従来の地方運動主義へ戻すことを意味します。
スローフード・ジャパンは、地域の運動が自由で実りあるものになるよう、思想的、戦略的、情報的なサポートをするグループとして生まれ変わります。自由な活動範囲を、使用されるロゴのレベルで規定してゆきたいと考えます。
国内の各レベルで、ロゴ使用規定書の範囲で、自由なイベントや収益活動をすることができることを、ここに確認します。
中にはスローフード・ジャパンを越えるような名声を得るコンヴィヴィウムや、経済的に成功して、ジャパンの財政を越えるようなコンヴィヴィウムやブロックが現れるかもしれません。ジャパンの理事たちよりもずっと魅力的なリーダーが現れることもあるでしょう。あらゆる場所で発言して下さい。あらゆる場所に書いてください。人々にスローフードを伝えてください。この運動が、地域の力によってより自由に、元気になってゆくよう、スローフード・ジャパンはサポートして参ります。
スローフードは楽しみを守る協会です。人々の友好の輪につなぎ止められた、遊び心を失わないようにしましょう。それが協会の社会的ミッションと共に、運動を健全に推進するための大切な原動力となるように。
組織論や官僚主義に頼ることなしに、常に高いところを飛ぶ努力をしましょう。スローフードが他の団体と違うのは、ユートピアを夢見る勇気を持っていることです。そして具体的に行動してきたことです。
協会が活動する世界の複雑さを認識し、それに対応できるような柔軟で敏速な組織作りを目指します。
日本の新しいスローフードを一緒に作っていきましょう。

新生スローフード・ジャパン

会長・副会長就任予定者編纂

2011年２月19日　
